
診療所休診

診療所休診

各種相談

「まるく保育園」とサッカーの
試合をしたよ。ドキドキして
少ししかボール蹴られなかった
けど、おもしろかったです。

初めてサッカー大会に行ってき
たよ。いっぱいお友だちがいて、
楽しかったなぁ。もっともっと
サッカー上手くなりたいなぁ。

岡沼　希ノ杏さん（うめ組）
おかぬま の の あ

工　藤　紅　音さん（うめ組）
く どう あか ね

ぼくとわたしの絵 ○しんごう保育園339

８月
男　1,112人（－３人）
女　1,143人（－２人）
計　2,255人（－５人）
世帯数905世帯（－５世帯）
（令和４年６月末現在）

人の動き

む ら の ガイド

みんなで支える国民年金

日本年金機構
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燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

広報

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村

青年団「笑志」地域美化活動　Ｐ２

・「まごころサポート」地域見守り隊協定締結 … Ｐ３
・議会だより …………………………………… Ｐ４－７
・国民健康保険加入のみなさまへ …………… Ｐ９
・令和４年度新郷村戦没者追悼式開催について … Ｐ11

今月の話題

「笑志　クリーンウォーク」

村民相談
毎週月曜・木曜
午前９時～午後４時
（相談室）

人権相談
８月５日　午前９時～正午
（相談室）

「くらし」と「しごと」無料相談会
８月23日　午後１時～４時
（総合福祉センター）

広報 ■発行／新郷村　■編集／総務課　■新郷村ホームページ　http://www.vill.shingo.aomori.jp
〒039ー1801  青森県三戸郡新郷村大字戸来字風呂前10　ＴＥＬ  0178 ー 78 ー 2111（代表）

2022年
はづき
August

ごみは収集日の朝8時までに出してください。生ごみの水切りにご協力を。ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう。
温泉営業日：新郷温泉館…月・火・木・金・土・日　野沢温泉…水・土・日　営業時間：午前９時～午後９時（通年）

月 火 水 木 金 土日

葉月

31 65

7 98 1110

421 3

12 13

14 1615 17 18 19 20

26 2721 24

31

2522 23

28 29 30 21 3

資源ごみ収集日（缶）

3歳児・４歳児健診

資源ごみ収集日

（新聞紙等５品目）

資源ごみ収集日

（ペットボトル等２品目）
人権相談

燃えるごみ収集日燃えるごみ収集日

特定健診（～１２日）

燃えるごみ収集日

特定健診（～５日）

燃えるごみ収集日

特定健診（～１９日）

特定健診

燃えないごみ収集日
特定健診
「くらし」と「しごと」

無料相談会

特定健診

村・県民税第２期
納期限

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日
粗大ごみ収集日

燃えるごみ収集日
村戦没者追悼式
10：00～
美郷館

燃えるごみ収集日

粗大ごみ収集受付
（～８日）

特定健診

特定健診
後期高齢者医療保険料
普通徴収第１期納期限

資源ごみ収集日

（ビン・ペットボトル等２品目）

大　橋　　　和ちゃん
Ｒ２・12・３生
（地区）戸来
（パパ）佑介
（ママ）有希
パパとママのねがい

いつもニコニコで皆のアイドル
たくさん遊んでたくさん笑ってね

おお はし なお

ゆう

ゆ き

すけ

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村

広報 月号
2022年
令和４年

No.316

７

山の日

子ども会
つなひき大会

はたちの集い
10：00～
美郷館大ホール

第453回
親子早起き掃除



笑
志  

さ
ぁ
、や
る
ぞ
！

き
れ
い
な
村
づ
く
り

わ
ら

し　
６
月
18
日
、
村
青
年
団「
笑

志
」は
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら
村

を
歩
く
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
笑
志
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

着
て
、
８
名
が
参
加
。
役
場
前

に
集
合
し
佐
藤
団
長
が「
車
や

熱
中
症
に
気
を
つ
け
て
。
き
れ

い
な
村
づ
く
り
の
た
め
、
一
致

団
結
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。

　
戸
来
地
区
と
西
越
地
区
に
分

か
れ
て
約
１
時
間
半
、
地
域
の

美
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
軽
ト
ラ
ッ
ク
い
っ
ぱ
い
に
積

ま
れ
た
ゴ
ミ
の
多
く
は
、
お
酒

の
空
き
缶
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻

な
ど
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
中
田
さ
ん
は「
大

切
な
の
は
、
楽
し
く
活
動
す
る

こ
と
。
活
動
拠
点
の
美
化
の
た

め
、
継
続
し
て
取
り
組
み
続
け

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
は
秋
に

も
開
催
予
定
で
す
。

　
７
月
は
、〝
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
〞犯
罪
や
非
行
を
防

止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地

域
の
チ
カ
ラ
の
強
調
月
間
で
す
。

　
７
月
５
日
、
役
場
応
接
室
で

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
式
に
は
、
八
戸
地

区
保
護
司
会
五
戸
分
会
会
長
村

松
氏
と
、
同
会
の
古
村
氏
、
髙

谷
氏
、
当
村
保
護
司
の
永
野
氏

が
立
ち
合
い
ま
し
た
。

　
村
松
氏
が
内
閣
総
理
大
臣
と

青
森
県
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
読
み
上
げ
、
櫻
井
村
長
へ

手
渡
し
ま
し
た
。
伝
達
式
の
参

加
者
は
犯
罪
の
な
い
地
域
づ
く

り
を
誓
い
ま
し
た
。

　
６
月
27
日
、
村
は
デ
ー
リ
ー

東
北
ま
ご
こ
ろ
サ
ポ
ー
ト（
新

郷
倉
石
店
）と「
地
域
見
守
り

隊
」の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
地
域
見
守
り
隊
と
は
、
普
段

の
活
動
の
中
で
、
地
域
の
異
変

を
発
見
し
た
と
き
に
情
報
提
供

を
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
で
、

現
在
、
21
団
体
と
締
結
し
て
い

ま
す
。

　
店
長
の
佐
藤
さ
ん
は「
地
域

の
異
変
を
す
ぐ
連
絡
す
る
こ
と

で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
櫻
井
村
長
は「
地
域
住
民
の

安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
と
て
も
あ
り

が
た
い
」と
ス
テ
ッ
カ
ー
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　
６
月
19
日
、
村
遊
魚
会
が
五

戸
川
に
て
稚
魚
の
放
流
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
放
流
会
に
は
、
遊
魚
会
会
員

８
名
、
疑
似
餌
倶
楽
部
役
員
８

名
が
参
加
。
ヤ
マ
メ
と
イ
ワ

ナ
、
合
計
１
万
２
千
匹
を
三
川

目
川
５
か
所
、
五
戸
川
10
か
所

に
放
流
し
ま
し
た
。

　
農
村
公
園
で
の
放
流
で
は
、

し
ん
ご
う
保
育
園
の
園
児
た
ち

が
招
か
れ
、
園
児
17
名
、
保
護

者
13
名
が
稚
魚
の
放
流
を
体
験

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ニ
ジ
マ
ス
の
つ
か

み
取
り
体
験
が
行
わ
れ
、
子
ど

も
た
ち
は
大
喜
び
。
お
土
産
に

３
〜
６
匹
ず
つ
持
ち
帰
り
ま
し

た
。

　
遊
魚
会
会
長
の
梅
川
さ
ん
は

「
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
自
然
に

触
れ
て
ほ
し
い
。
遊
魚
会
の
目

標
で
あ
る『
ふ
る
さ
と
の
美
し

い
自
然
を
守
り
育
て
る
』を
継

続
し
て
い
く
た
め
、
今
後
も
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
く
」と
語

り
ま
し
た
。

十
薬
の
残
り
香
纏
い

家
に
入
る

鹿
　
島
　
惠
美
子

茄
子
の
苗
だ
ん
だ
ん

増
え
て
畝
う
ま
る

鹿
　
島
　
千
惠
子

金
星
の
光
放
す
や

茄
子
の
花

佐
　
藤
　
章
　
一

夏
山
を
友
と
過
し
て

語
る
道

畑
　
山
　
敏
　
則

い
た
ど
り
の
隣
も
見
え
ぬ

高
さ
か
な

戸
　
来
　
れ
い
子

長
茄
子
の
紺
の
光
沢

網
の
上

福
　
山
　
昭
　
子

庭
木
々
に
寡
黙
よ
り
そ
う

ク
レ
マ
チ
ス佐

　
藤
　
直
　
子

今
月
の

新
郷
俳
句
会

第
72
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
小
笠
原
勝
美
氏
と
故
佐
藤
久

治
氏
が
旭
日
単
光
章
を
受
章

し
、
そ
れ
ぞ
れ
６
月
21
日
と
24

日
に
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
伝
達
式
で
は
、
小
笠
原
勝
美

氏
の
ご
子
息
の
小
笠
原
勝
様
、

故
佐
藤
久
治
氏
の
ご
子
息
の
佐

藤
泰
司
様
が
櫻
井
村
長
か
ら
勲

記
及
び
勲
章
を
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

　
受
章
し
た
お
二
人
は
、
村
議

会
議
員
と
し
て
村
の
産
業
経
済

の
発
展
、
教
育
文
化
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
、
地
方
自
治
の
振
興

発
展
へ
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
旭
日
単
光
章

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
二
人
の
ご
功
績
に
対
し
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
共
に
、

ご
尽
力
に
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

小
笠
原
勝
美
氏
・

故 

佐
藤
久
治
氏
に

　
　
　
　旭
日
単
光
章

安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り

地
域
見
守
り
隊
協
定
締
結

農作業中の熱中症対策チェック

問い合わせ　役場農林課　TEL ７８－２１１１（内線304）

□高温時の作業は、避けましょう
　特に70歳以上の方は、のどのかわきを感じづらくなります

　日中の気温の高い時間帯は外して作業しましょう

□単独作業は、避けましょう
　なるべく２人以上で作業し、時間を決めて異常がないか確認しましょう

□20分おきに休憩、水分補給しましょう
　のどがかわいていなくても、コップ１～２杯以上水分補給しましょう

□適宜マスクをはずしましょう
　屋外やハウスで人と十分な距離がとれる場合はマスクをはずしましょう
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村
遊
魚
会

園
児
と
稚
魚
の
放
流
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纏
い

家
に
入
る

鹿
　
島
　
惠
美
子

茄
子
の
苗
だ
ん
だ
ん

増
え
て
畝
う
ま
る

鹿
　
島
　
千
惠
子

金
星
の
光
放
す
や

茄
子
の
花

佐
　
藤
　
章
　
一

夏
山
を
友
と
過
し
て

語
る
道

畑
　
山
　
敏
　
則

い
た
ど
り
の
隣
も
見
え
ぬ

高
さ
か
な

戸
　
来
　
れ
い
子

長
茄
子
の
紺
の
光
沢

網
の
上

福
　
山
　
昭
　
子

庭
木
々
に
寡
黙
よ
り
そ
う

ク
レ
マ
チ
ス佐

　
藤
　
直
　
子

今
月
の

新
郷
俳
句
会

第
72
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
小
笠
原
勝
美
氏
と
故
佐
藤
久

治
氏
が
旭
日
単
光
章
を
受
章

し
、
そ
れ
ぞ
れ
６
月
21
日
と
24

日
に
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
伝
達
式
で
は
、
小
笠
原
勝
美

氏
の
ご
子
息
の
小
笠
原
勝
様
、

故
佐
藤
久
治
氏
の
ご
子
息
の
佐

藤
泰
司
様
が
櫻
井
村
長
か
ら
勲

記
及
び
勲
章
を
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

　
受
章
し
た
お
二
人
は
、
村
議

会
議
員
と
し
て
村
の
産
業
経
済

の
発
展
、
教
育
文
化
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
、
地
方
自
治
の
振
興

発
展
へ
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
旭
日
単
光
章

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
二
人
の
ご
功
績
に
対
し
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
共
に
、

ご
尽
力
に
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

小
笠
原
勝
美
氏
・

故 

佐
藤
久
治
氏
に

　
　
　
　旭
日
単
光
章

安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り

地
域
見
守
り
隊
協
定
締
結

農作業中の熱中症対策チェック

問い合わせ　役場農林課　TEL ７８－２１１１（内線304）

□高温時の作業は、避けましょう
　特に70歳以上の方は、のどのかわきを感じづらくなります

　日中の気温の高い時間帯は外して作業しましょう

□単独作業は、避けましょう
　なるべく２人以上で作業し、時間を決めて異常がないか確認しましょう

□20分おきに休憩、水分補給しましょう
　のどがかわいていなくても、コップ１～２杯以上水分補給しましょう

□適宜マスクをはずしましょう
　屋外やハウスで人と十分な距離がとれる場合はマスクをはずしましょう
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村
遊
魚
会

園
児
と
稚
魚
の
放
流
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新
郷
村
議
会
の
定
例
会
は
３

月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
と
年
４

回
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
月

に
は
予
算
特
別
委
員
会
、
９
月
に

は
決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、

活
発
に
議
論
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
が
６

月
６
日（
月
）か
ら
６
月
10
日（
金
）

の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
６
月
６
日
の
開
会
で
は
、
議
会

か
ら
諸
般
の
報
告
、
村
長
か
ら
議

案
の
上
程
・
提
案
理
由
説
明
が
さ

れ
ま
し
た
。

　
６
月
７
日
は
産
業
建
設
常
任
委

員
会
、
８
日
は
総
務
常
任
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
各
委
員
会
で
今
後

の
調
査
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

　
６
月
10
日
の
議
案
審
議
で
は
計

17
件
が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
本
定
例
会
の
中
か

ら
、
６
月
９
日
に
行
わ
れ
た
一
般

質
問
に
つ
い
て
抜
粋
し
た
記
事
を

掲
載
い
た
し
ま
す
。

★
一
般
質
問
と
は

　
議
員
が
村
の
施
策
の
状
況
や
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
、
説
明

を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と

　
６
月
９
日
に
は
４
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

一
　
滝
沢
　
仁
　
議
員

質
問
①
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
使
途
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
対
応
分
の
交
付
金
で
農

家
支
援
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
わ
た
し
は
常
に
農
業
あ
っ
て
の

村
だ
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
今
後
の
国
の
政
策
や
県
の
政

策
、
補
助
金
、
交
付
金
の
情
報
を

見
据
え
、
更
に
は
、
農
家
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
な
ど
の
状
況
を

注
視
し
、
農
家
支
援
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

二
　
永
野
　
範
英
　
議
員

質
問
①
　
十
和
田
火
山
噴
火
に
よ
る

当
村
へ
の
影
響
は

　
今
年
、
３
月
24
日
仙
台
管
区
気

象
台
は
、
十
和
田
火
山
の
噴
火
警

戒
レ
ベ
ル
の
噴
火
予
報
を
警
戒
レ

ベ
ル
１「
平
常
」と
発
表
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
26
年
９
月
27
日

発
生
し
た「
御
嶽
山
の
噴
火
」は
、

警
戒
レ
ベ
ル
１〝
噴
火
の
兆
候
は

認
め
ら
れ
な
い″

「
平
常
状
態
」で

噴
火
し
た
た
め
、
登
山
者
ら
58
名

が
死
亡
。

　
平
成
28
年
２
月
に
噴
火
に
よ
る

人
的
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
火

口
か
ら
４
㎞
の
範
囲
に
あ
る
十
和

田
市
、
秋
田
県
鹿
角
市
、
小
坂
町

が「
火
山
災
害
警
戒
地
域
に
指
定
」

さ
れ
て
い
る
が
、
も
し
十
和
田
火

山
が
噴
火
し
た
場
合
、
十
和
田
市

と
鹿
角
市
に
隣
接
し
て
い
る
当
村

へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
新
郷
村
の
防
災
マ
ッ
プ
に
火
山

災
害
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
が
、

住
民
の
生
命
・
身
体
及
び
財
産
を

守
る
た
め
県
の
地
域
防
災
計
画
に

準
じ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
青
森
地
方
気
象
台
と
の

防
災
連
携
を
締
結
し
た
り
、
台
長

と
直
接
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
結
び
、

常
に
連
絡
が
取
れ
る
な
ど
災
害
に

対
し
て
、
村
の
防
災
対
応
が
円
滑

に
進
む
よ
う
災
害
対
応
の
向
上
に

努
め
て
い
く
。

質
問
②
　
上
栃
棚
　
栃
棚
上
の
崩
落

箇
所
の
早
期
復
旧
を

　
数
年
前
の
豪
雨
で
上
栃
棚
　
栃

棚
上
の
急
傾
斜
地
が
「
抉
り
取
ら

れ
て
い
る
」
箇
所
が
２
箇
所
あ

り
、
い
つ
農
道
が
崩
落
し
て
も
、

お
か
し
く
な
い
状
態
の
急
傾
斜
地

が
あ
る
。
農
家
の
方
々
は
非
常
に

心
配
し
て
い
る
。
人
的
被
害
が
発

生
す
る
前
に
、
早
期
復
旧
す
る
べ

き
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
当
該
現
場
は
担
当
課
に
お
い
て
、

県
に
現
場
の
状
況
や
画
像
を
送
る

な
ど
し
て
事
前
要
望
し
て
い
る
。

　
現
在
は
県
の
職
員
と
同
行
し
て

現
地
確
認
す
る
日
程
調
整
の
段
階

で
あ
り
、
整
備
は
県
・
村
で
協
議

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問
③
　
職
員
の
顔
写
真
付
き
名
札

着
用
で
村
民
を
元
気
に

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
全
職
員
が
マ
ス
ク
を

着
用
し
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
か
ら
３
年

目
と
な
る
が「
職
員
の
顔
が
見
え

な
い
」
等
の
意
見
も
聞
い
て
い

る
。
職
員
に
つ
い
て
は
、
村
内
の

み
な
ら
ず
、
村
外
か
ら
採
用
さ
れ

た
職
員
も
多
数
い
る
た
め
、
顔
写

真
付
き
名
札
着
用
に
よ
り
、
職
員

の
接
客
意
識
と
マ
ナ
ー
を
更
に
向

上
さ
せ
て〝
村
民
を
元
気″

に
し
て

頂
き
た
い
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
現
在
の
感
染
状
況
で
は
マ
ス
ク

を
外
し
て
の
対
応
は
考
え
ら
れ
な

い
。
し
か
し
、
写
真
が
つ
い
た
名

札
を
着
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
お

客
様
へ
の
印
象
も
変
わ
り
、
職
員

の
意
識
向
上
に
も
繋
が
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
写
真
付
き
の
名
札

着
用
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

三
　
才
神
　
幸
男
　
議
員

質
問
①
　
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
設
備
、

事
業
計
画
に
つ
い
て

　
こ
こ
３
年
間
で
５
６
５
４
万
２

千
円
を
予
算
計
上
し
、
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
の
設
備
を
整
備
し
て
い
る

訳
だ
が
、
今
後
の
誘
客
対
策
・
改

修
計
画
・
事
業
計
画
を
ど
う
進
め

て
い
く
の
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
今
年
は
と
ち
の
き
荘
の
改
修
を

予
定
し
て
お
り
、
ま
た
、
滞
在
型

の
観
光
客
に
対
す
る
バ
ン
ガ
ロ
ー

の
改
修
、
第
２
キ
ャ
ン
プ
場
・
第

２
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
等
の
ト
イ

レ
改
修
を
計
８
箇
所
計
画
し
て
い

る
。答

弁
　
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

　
今
後
の
事
業
は
他
町
村
の
イ
ベ

ン
ト
開
催
の
状
況
を
見
な
が
ら
、

集
客
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
て
い
く
。

四
　
稲
葉
　
嘉
浩
　
議
員

質
問
①
　
高
齢
者
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て

　
新
郷
村
の
49
・
６
％
を
占
め
る

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
す
る
村

独
自
の
支
援
事
業
の
状
況
、
新
た

な
給
付
等
の
支
援
は
考
え
て
い
る

の
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
村
単
独
事
業
で
は
、
温
泉
入
浴

券
の
支
給
を
実
施
し
て
い
る
。
冬

場
に
は
診
療
所
の
所
に
あ
る「
和

の
家
」を
設
置
し
て
担
当
課
か
ら

広
報
紙
に
て
募
集
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
国
の
施
策
を
み
な
が

ら
高
齢
者
支
援
に
努
め
て
い
く
。

質
問
②
　
誘
致
企
業
の
招
致
に

つ
い
て

　
新
郷
村
か
ら
の
人
口
流
出
を
防

ぎ
、
近
隣
町
村
か
ら
人
を
呼
び
込

み
、
地
元
商
店
街
を
活
性
化
し
、
新

郷
村
の
税
収
等
を
上
げ
る
た
め
に

も
企
業
誘
致
が
必
要
だ
と
思
う

が
、
企
業
誘
致
に
関
す
る
こ
れ
ま
で

の
取
組
と
今
後
の
取
組
は
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
県
主
催
の
青
森
県
企
業
誘
致
推

進
協
議
会
に
加
入
し
、
青
森
県
や

県
内
市
町
村
と
協
力
し
、
企
業
誘

致
を
図
っ
て
い
る
。
村
に
進
出
し

た
「
新
郷
風
力
発
電
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｔ

新
郷
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
合
同

会
社
」ま
た「
老
健
し
ん
ご
う
」も

企
業
誘
致
と
考
え
る
。

　
今
後
は
、
労
働
者
を
村
内
か
ら

外
に
出
さ
な
い
政
策
や
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
・
村
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
。

　
新
郷
村
議
会
で
は
常
任
委
員
会

と
し
て
総
務
常
任
委
員
会
と
産
業

建
設
常
任
委
員
会
の
２
つ
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
各
議
案
や
陳
情
の

内
容
を
専
門
的
に
審
査
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
常
任
委
員
会
と
は
別
に

議
会
運
営
委
員
会
を
設
置
し
て
お

り
、
円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め

に
、
会
議
規
則
に
関
す
る
こ
と

や
、
議
事
進
行
、
日
程
に
関
す
る

こ
と
等
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
10
日
に
行
わ
れ
た
議
案
審

議
に
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

★
質
疑
と
は

　
討
論
や
評
決
に
入
る
前
に
当
該

事
件
に
つ
い
て
議
員
が
口
頭
で
提

案
者
等
に
対
し
て
説
明
や
所
見
を

問
い
た
だ
す
こ
と

質
疑
　
滝
沢
　
仁
　
議
員

　
令
和
４
年
度
新
郷
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
二
号
）案
に
つ
い

て
、
歳
出
２
款
総
務
費
、
役
場
庁

舎
外
壁
等
改
修
工
事
３
３
０
０
万

円
と
あ
る
が
、
今
定
例
会
で
議
決

さ
れ
た
と
し
て
、
今
後
の
入
札
、

ま
た
、
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
か
。

答
弁
　
総
務
課
長

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
本
日

午
後
に
指
名
審
査
会
を
行
い
、
６

月
20
日
に
入
札
を
実
施
。
21
日
に

仮
契
約
を
行
い
、
臨
時
会
を
経
て

契
約
締
結
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

工
期
に
つ
い
て
は
年
度
末
を
予
定

し
て
い
る
。

～令和４年６月定例会（６月６日～10日）～

新郷村議会だより
令
和
４
年
６
月
定
例
会
日
程

６
月
６
日
　
開
会

６
月
７
日
　
常
任
委
員
会

６
月
８
日
　
常
任
委
員
会

６
月
９
日
　
一
般
質
問

６
月
10
日
　
議
案
審
議

一

般

質

問
間木ノ平グリーンパークのコテージ

ＳＧＥＴ新郷ウインドファームの風車
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新
郷
村
議
会
の
定
例
会
は
３

月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
と
年
４

回
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
月

に
は
予
算
特
別
委
員
会
、
９
月
に

は
決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、

活
発
に
議
論
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
が
６

月
６
日（
月
）か
ら
６
月
10
日（
金
）

の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
６
月
６
日
の
開
会
で
は
、
議
会

か
ら
諸
般
の
報
告
、
村
長
か
ら
議

案
の
上
程
・
提
案
理
由
説
明
が
さ

れ
ま
し
た
。

　
６
月
７
日
は
産
業
建
設
常
任
委

員
会
、
８
日
は
総
務
常
任
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
各
委
員
会
で
今
後

の
調
査
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

　
６
月
10
日
の
議
案
審
議
で
は
計

17
件
が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
本
定
例
会
の
中
か

ら
、
６
月
９
日
に
行
わ
れ
た
一
般

質
問
に
つ
い
て
抜
粋
し
た
記
事
を

掲
載
い
た
し
ま
す
。

★
一
般
質
問
と
は

　
議
員
が
村
の
施
策
の
状
況
や
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
、
説
明

を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と

　
６
月
９
日
に
は
４
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

一
　
滝
沢
　
仁
　
議
員

質
問
①
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
使
途
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
対
応
分
の
交
付
金
で
農

家
支
援
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
わ
た
し
は
常
に
農
業
あ
っ
て
の

村
だ
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
今
後
の
国
の
政
策
や
県
の
政

策
、
補
助
金
、
交
付
金
の
情
報
を

見
据
え
、
更
に
は
、
農
家
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
な
ど
の
状
況
を

注
視
し
、
農
家
支
援
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

二
　
永
野
　
範
英
　
議
員

質
問
①
　
十
和
田
火
山
噴
火
に
よ
る

当
村
へ
の
影
響
は

　
今
年
、
３
月
24
日
仙
台
管
区
気

象
台
は
、
十
和
田
火
山
の
噴
火
警

戒
レ
ベ
ル
の
噴
火
予
報
を
警
戒
レ

ベ
ル
１「
平
常
」と
発
表
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
26
年
９
月
27
日

発
生
し
た「
御
嶽
山
の
噴
火
」は
、

警
戒
レ
ベ
ル
１〝
噴
火
の
兆
候
は

認
め
ら
れ
な
い″

「
平
常
状
態
」で

噴
火
し
た
た
め
、
登
山
者
ら
58
名

が
死
亡
。

　
平
成
28
年
２
月
に
噴
火
に
よ
る

人
的
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
火

口
か
ら
４
㎞
の
範
囲
に
あ
る
十
和

田
市
、
秋
田
県
鹿
角
市
、
小
坂
町

が「
火
山
災
害
警
戒
地
域
に
指
定
」

さ
れ
て
い
る
が
、
も
し
十
和
田
火

山
が
噴
火
し
た
場
合
、
十
和
田
市

と
鹿
角
市
に
隣
接
し
て
い
る
当
村

へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
新
郷
村
の
防
災
マ
ッ
プ
に
火
山

災
害
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
が
、

住
民
の
生
命
・
身
体
及
び
財
産
を

守
る
た
め
県
の
地
域
防
災
計
画
に

準
じ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
青
森
地
方
気
象
台
と
の

防
災
連
携
を
締
結
し
た
り
、
台
長

と
直
接
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
結
び
、

常
に
連
絡
が
取
れ
る
な
ど
災
害
に

対
し
て
、
村
の
防
災
対
応
が
円
滑

に
進
む
よ
う
災
害
対
応
の
向
上
に

努
め
て
い
く
。

質
問
②
　
上
栃
棚
　
栃
棚
上
の
崩
落

箇
所
の
早
期
復
旧
を

　
数
年
前
の
豪
雨
で
上
栃
棚
　
栃

棚
上
の
急
傾
斜
地
が
「
抉
り
取
ら

れ
て
い
る
」
箇
所
が
２
箇
所
あ

り
、
い
つ
農
道
が
崩
落
し
て
も
、

お
か
し
く
な
い
状
態
の
急
傾
斜
地

が
あ
る
。
農
家
の
方
々
は
非
常
に

心
配
し
て
い
る
。
人
的
被
害
が
発

生
す
る
前
に
、
早
期
復
旧
す
る
べ

き
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
当
該
現
場
は
担
当
課
に
お
い
て
、

県
に
現
場
の
状
況
や
画
像
を
送
る

な
ど
し
て
事
前
要
望
し
て
い
る
。

　
現
在
は
県
の
職
員
と
同
行
し
て

現
地
確
認
す
る
日
程
調
整
の
段
階

で
あ
り
、
整
備
は
県
・
村
で
協
議

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問
③
　
職
員
の
顔
写
真
付
き
名
札

着
用
で
村
民
を
元
気
に

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
全
職
員
が
マ
ス
ク
を

着
用
し
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
か
ら
３
年

目
と
な
る
が「
職
員
の
顔
が
見
え

な
い
」
等
の
意
見
も
聞
い
て
い

る
。
職
員
に
つ
い
て
は
、
村
内
の

み
な
ら
ず
、
村
外
か
ら
採
用
さ
れ

た
職
員
も
多
数
い
る
た
め
、
顔
写

真
付
き
名
札
着
用
に
よ
り
、
職
員

の
接
客
意
識
と
マ
ナ
ー
を
更
に
向

上
さ
せ
て〝
村
民
を
元
気″

に
し
て

頂
き
た
い
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
現
在
の
感
染
状
況
で
は
マ
ス
ク

を
外
し
て
の
対
応
は
考
え
ら
れ
な

い
。
し
か
し
、
写
真
が
つ
い
た
名

札
を
着
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
お

客
様
へ
の
印
象
も
変
わ
り
、
職
員

の
意
識
向
上
に
も
繋
が
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
写
真
付
き
の
名
札

着
用
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

三
　
才
神
　
幸
男
　
議
員

質
問
①
　
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
設
備
、

事
業
計
画
に
つ
い
て

　
こ
こ
３
年
間
で
５
６
５
４
万
２

千
円
を
予
算
計
上
し
、
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
の
設
備
を
整
備
し
て
い
る

訳
だ
が
、
今
後
の
誘
客
対
策
・
改

修
計
画
・
事
業
計
画
を
ど
う
進
め

て
い
く
の
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
今
年
は
と
ち
の
き
荘
の
改
修
を

予
定
し
て
お
り
、
ま
た
、
滞
在
型

の
観
光
客
に
対
す
る
バ
ン
ガ
ロ
ー

の
改
修
、
第
２
キ
ャ
ン
プ
場
・
第

２
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
等
の
ト
イ

レ
改
修
を
計
８
箇
所
計
画
し
て
い

る
。答

弁
　
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

　
今
後
の
事
業
は
他
町
村
の
イ
ベ

ン
ト
開
催
の
状
況
を
見
な
が
ら
、

集
客
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
て
い
く
。

四
　
稲
葉
　
嘉
浩
　
議
員

質
問
①
　
高
齢
者
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て

　
新
郷
村
の
49
・
６
％
を
占
め
る

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
す
る
村

独
自
の
支
援
事
業
の
状
況
、
新
た

な
給
付
等
の
支
援
は
考
え
て
い
る

の
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
村
単
独
事
業
で
は
、
温
泉
入
浴

券
の
支
給
を
実
施
し
て
い
る
。
冬

場
に
は
診
療
所
の
所
に
あ
る「
和

の
家
」を
設
置
し
て
担
当
課
か
ら

広
報
紙
に
て
募
集
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
国
の
施
策
を
み
な
が

ら
高
齢
者
支
援
に
努
め
て
い
く
。

質
問
②
　
誘
致
企
業
の
招
致
に

つ
い
て

　
新
郷
村
か
ら
の
人
口
流
出
を
防

ぎ
、
近
隣
町
村
か
ら
人
を
呼
び
込

み
、
地
元
商
店
街
を
活
性
化
し
、
新

郷
村
の
税
収
等
を
上
げ
る
た
め
に

も
企
業
誘
致
が
必
要
だ
と
思
う

が
、
企
業
誘
致
に
関
す
る
こ
れ
ま
で

の
取
組
と
今
後
の
取
組
は
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
県
主
催
の
青
森
県
企
業
誘
致
推

進
協
議
会
に
加
入
し
、
青
森
県
や

県
内
市
町
村
と
協
力
し
、
企
業
誘

致
を
図
っ
て
い
る
。
村
に
進
出
し

た
「
新
郷
風
力
発
電
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｔ

新
郷
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
合
同

会
社
」ま
た「
老
健
し
ん
ご
う
」も

企
業
誘
致
と
考
え
る
。

　
今
後
は
、
労
働
者
を
村
内
か
ら

外
に
出
さ
な
い
政
策
や
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
・
村
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
。

　
新
郷
村
議
会
で
は
常
任
委
員
会

と
し
て
総
務
常
任
委
員
会
と
産
業

建
設
常
任
委
員
会
の
２
つ
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
各
議
案
や
陳
情
の

内
容
を
専
門
的
に
審
査
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
常
任
委
員
会
と
は
別
に

議
会
運
営
委
員
会
を
設
置
し
て
お

り
、
円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め

に
、
会
議
規
則
に
関
す
る
こ
と

や
、
議
事
進
行
、
日
程
に
関
す
る

こ
と
等
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
10
日
に
行
わ
れ
た
議
案
審

議
に
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

★
質
疑
と
は

　
討
論
や
評
決
に
入
る
前
に
当
該

事
件
に
つ
い
て
議
員
が
口
頭
で
提

案
者
等
に
対
し
て
説
明
や
所
見
を

問
い
た
だ
す
こ
と

質
疑
　
滝
沢
　
仁
　
議
員

　
令
和
４
年
度
新
郷
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
二
号
）案
に
つ
い

て
、
歳
出
２
款
総
務
費
、
役
場
庁

舎
外
壁
等
改
修
工
事
３
３
０
０
万

円
と
あ
る
が
、
今
定
例
会
で
議
決

さ
れ
た
と
し
て
、
今
後
の
入
札
、

ま
た
、
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
か
。

答
弁
　
総
務
課
長

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
本
日

午
後
に
指
名
審
査
会
を
行
い
、
６

月
20
日
に
入
札
を
実
施
。
21
日
に

仮
契
約
を
行
い
、
臨
時
会
を
経
て

契
約
締
結
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

工
期
に
つ
い
て
は
年
度
末
を
予
定

し
て
い
る
。

～令和４年６月定例会（６月６日～10日）～

新郷村議会だより
令
和
４
年
６
月
定
例
会
日
程

６
月
６
日
　
開
会

６
月
７
日
　
常
任
委
員
会

６
月
８
日
　
常
任
委
員
会

６
月
９
日
　
一
般
質
問

６
月
10
日
　
議
案
審
議

一

般

質

問
間木ノ平グリーンパークのコテージ
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新
郷
村
議
会
の
定
例
会
は
３

月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
と
年
４

回
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
月

に
は
予
算
特
別
委
員
会
、
９
月
に

は
決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、

活
発
に
議
論
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
が
６

月
６
日（
月
）か
ら
６
月
10
日（
金
）

の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
６
月
６
日
の
開
会
で
は
、
議
会

か
ら
諸
般
の
報
告
、
村
長
か
ら
議

案
の
上
程
・
提
案
理
由
説
明
が
さ

れ
ま
し
た
。

　
６
月
７
日
は
産
業
建
設
常
任
委

員
会
、
８
日
は
総
務
常
任
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
各
委
員
会
で
今
後

の
調
査
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

　
６
月
10
日
の
議
案
審
議
で
は
計

17
件
が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
本
定
例
会
の
中
か

ら
、
６
月
９
日
に
行
わ
れ
た
一
般

質
問
に
つ
い
て
抜
粋
し
た
記
事
を

掲
載
い
た
し
ま
す
。

★
一
般
質
問
と
は

　
議
員
が
村
の
施
策
の
状
況
や
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
、
説
明

を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と

　
６
月
９
日
に
は
４
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

一
　
滝
沢
　
仁
　
議
員

質
問
①
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
使
途
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
対
応
分
の
交
付
金
で
農

家
支
援
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
わ
た
し
は
常
に
農
業
あ
っ
て
の

村
だ
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
今
後
の
国
の
政
策
や
県
の
政

策
、
補
助
金
、
交
付
金
の
情
報
を

見
据
え
、
更
に
は
、
農
家
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
な
ど
の
状
況
を

注
視
し
、
農
家
支
援
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

二
　
永
野
　
範
英
　
議
員

質
問
①
　
十
和
田
火
山
噴
火
に
よ
る

当
村
へ
の
影
響
は

　
今
年
、
３
月
24
日
仙
台
管
区
気

象
台
は
、
十
和
田
火
山
の
噴
火
警

戒
レ
ベ
ル
の
噴
火
予
報
を
警
戒
レ

ベ
ル
１「
平
常
」と
発
表
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
26
年
９
月
27
日

発
生
し
た「
御
嶽
山
の
噴
火
」は
、

警
戒
レ
ベ
ル
１〝
噴
火
の
兆
候
は

認
め
ら
れ
な
い″

「
平
常
状
態
」で

噴
火
し
た
た
め
、
登
山
者
ら
58
名

が
死
亡
。

　
平
成
28
年
２
月
に
噴
火
に
よ
る

人
的
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
火

口
か
ら
４
㎞
の
範
囲
に
あ
る
十
和

田
市
、
秋
田
県
鹿
角
市
、
小
坂
町

が「
火
山
災
害
警
戒
地
域
に
指
定
」

さ
れ
て
い
る
が
、
も
し
十
和
田
火

山
が
噴
火
し
た
場
合
、
十
和
田
市

と
鹿
角
市
に
隣
接
し
て
い
る
当
村

へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
新
郷
村
の
防
災
マ
ッ
プ
に
火
山

災
害
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
が
、

住
民
の
生
命
・
身
体
及
び
財
産
を

守
る
た
め
県
の
地
域
防
災
計
画
に

準
じ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
青
森
地
方
気
象
台
と
の

防
災
連
携
を
締
結
し
た
り
、
台
長

と
直
接
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
結
び
、

常
に
連
絡
が
取
れ
る
な
ど
災
害
に

対
し
て
、
村
の
防
災
対
応
が
円
滑

に
進
む
よ
う
災
害
対
応
の
向
上
に

努
め
て
い
く
。

質
問
②
　
上
栃
棚
　
栃
棚
上
の
崩
落

箇
所
の
早
期
復
旧
を

　
数
年
前
の
豪
雨
で
上
栃
棚
　
栃

棚
上
の
急
傾
斜
地
が
「
抉
り
取
ら

れ
て
い
る
」
箇
所
が
２
箇
所
あ

り
、
い
つ
農
道
が
崩
落
し
て
も
、

お
か
し
く
な
い
状
態
の
急
傾
斜
地

が
あ
る
。
農
家
の
方
々
は
非
常
に

心
配
し
て
い
る
。
人
的
被
害
が
発

生
す
る
前
に
、
早
期
復
旧
す
る
べ

き
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
当
該
現
場
は
担
当
課
に
お
い
て
、

県
に
現
場
の
状
況
や
画
像
を
送
る

な
ど
し
て
事
前
要
望
し
て
い
る
。

　
現
在
は
県
の
職
員
と
同
行
し
て

現
地
確
認
す
る
日
程
調
整
の
段
階

で
あ
り
、
整
備
は
県
・
村
で
協
議

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問
③
　
職
員
の
顔
写
真
付
き
名
札

着
用
で
村
民
を
元
気
に

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
全
職
員
が
マ
ス
ク
を

着
用
し
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
か
ら
３
年

目
と
な
る
が「
職
員
の
顔
が
見
え

な
い
」
等
の
意
見
も
聞
い
て
い

る
。
職
員
に
つ
い
て
は
、
村
内
の

み
な
ら
ず
、
村
外
か
ら
採
用
さ
れ

た
職
員
も
多
数
い
る
た
め
、
顔
写

真
付
き
名
札
着
用
に
よ
り
、
職
員

の
接
客
意
識
と
マ
ナ
ー
を
更
に
向

上
さ
せ
て〝
村
民
を
元
気″

に
し
て

頂
き
た
い
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
現
在
の
感
染
状
況
で
は
マ
ス
ク

を
外
し
て
の
対
応
は
考
え
ら
れ
な

い
。
し
か
し
、
写
真
が
つ
い
た
名

札
を
着
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
お

客
様
へ
の
印
象
も
変
わ
り
、
職
員

の
意
識
向
上
に
も
繋
が
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
写
真
付
き
の
名
札

着
用
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

三
　
才
神
　
幸
男
　
議
員

質
問
①
　
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
設
備
、

事
業
計
画
に
つ
い
て

　
こ
こ
３
年
間
で
５
６
５
４
万
２

千
円
を
予
算
計
上
し
、
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
の
設
備
を
整
備
し
て
い
る

訳
だ
が
、
今
後
の
誘
客
対
策
・
改

修
計
画
・
事
業
計
画
を
ど
う
進
め

て
い
く
の
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
今
年
は
と
ち
の
き
荘
の
改
修
を

予
定
し
て
お
り
、
ま
た
、
滞
在
型

の
観
光
客
に
対
す
る
バ
ン
ガ
ロ
ー

の
改
修
、
第
２
キ
ャ
ン
プ
場
・
第

２
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
等
の
ト
イ

レ
改
修
を
計
８
箇
所
計
画
し
て
い

る
。答

弁
　
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

　
今
後
の
事
業
は
他
町
村
の
イ
ベ

ン
ト
開
催
の
状
況
を
見
な
が
ら
、

集
客
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
て
い
く
。

四
　
稲
葉
　
嘉
浩
　
議
員

質
問
①
　
高
齢
者
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て

　
新
郷
村
の
49
・
６
％
を
占
め
る

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
す
る
村

独
自
の
支
援
事
業
の
状
況
、
新
た

な
給
付
等
の
支
援
は
考
え
て
い
る

の
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
村
単
独
事
業
で
は
、
温
泉
入
浴

券
の
支
給
を
実
施
し
て
い
る
。
冬

場
に
は
診
療
所
の
所
に
あ
る「
和

の
家
」を
設
置
し
て
担
当
課
か
ら

広
報
紙
に
て
募
集
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
国
の
施
策
を
み
な
が

ら
高
齢
者
支
援
に
努
め
て
い
く
。

質
問
②
　
誘
致
企
業
の
招
致
に

つ
い
て

　
新
郷
村
か
ら
の
人
口
流
出
を
防

ぎ
、
近
隣
町
村
か
ら
人
を
呼
び
込

み
、
地
元
商
店
街
を
活
性
化
し
、
新

郷
村
の
税
収
等
を
上
げ
る
た
め
に

も
企
業
誘
致
が
必
要
だ
と
思
う

が
、
企
業
誘
致
に
関
す
る
こ
れ
ま
で

の
取
組
と
今
後
の
取
組
は
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
県
主
催
の
青
森
県
企
業
誘
致
推

進
協
議
会
に
加
入
し
、
青
森
県
や

県
内
市
町
村
と
協
力
し
、
企
業
誘

致
を
図
っ
て
い
る
。
村
に
進
出
し

た
「
新
郷
風
力
発
電
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｔ

新
郷
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
合
同

会
社
」ま
た「
老
健
し
ん
ご
う
」も

企
業
誘
致
と
考
え
る
。

　
今
後
は
、
労
働
者
を
村
内
か
ら

外
に
出
さ
な
い
政
策
や
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
・
村
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
。

　
新
郷
村
議
会
で
は
常
任
委
員
会

と
し
て
総
務
常
任
委
員
会
と
産
業

建
設
常
任
委
員
会
の
２
つ
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
各
議
案
や
陳
情
の

内
容
を
専
門
的
に
審
査
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
常
任
委
員
会
と
は
別
に

議
会
運
営
委
員
会
を
設
置
し
て
お

り
、
円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め

に
、
会
議
規
則
に
関
す
る
こ
と

や
、
議
事
進
行
、
日
程
に
関
す
る

こ
と
等
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
10
日
に
行
わ
れ
た
議
案
審

議
に
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

★
質
疑
と
は

　
討
論
や
評
決
に
入
る
前
に
当
該

事
件
に
つ
い
て
議
員
が
口
頭
で
提

案
者
等
に
対
し
て
説
明
や
所
見
を

問
い
た
だ
す
こ
と

質
疑
　
滝
沢
　
仁
　
議
員

　
令
和
４
年
度
新
郷
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
二
号
）案
に
つ
い

て
、
歳
出
２
款
総
務
費
、
役
場
庁

舎
外
壁
等
改
修
工
事
３
３
０
０
万

円
と
あ
る
が
、
今
定
例
会
で
議
決

さ
れ
た
と
し
て
、
今
後
の
入
札
、

ま
た
、
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
か
。

答
弁
　
総
務
課
長

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
本
日

午
後
に
指
名
審
査
会
を
行
い
、
６

月
20
日
に
入
札
を
実
施
。
21
日
に

仮
契
約
を
行
い
、
臨
時
会
を
経
て

契
約
締
結
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

工
期
に
つ
い
て
は
年
度
末
を
予
定

し
て
い
る
。

　
令
和
４
年
４
月
27
日
、
一
日
間

の
会
期
で
第
２
回
臨
時
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
議
案
10
件
が
審
議

さ
れ
、「
専
決
処
分
し
た
事
項
の

報
告
及
び
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
」、「
令
和
４
年
度
新
郷
村

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）案

に
つ
い
て
」、「
新
郷
村
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
」、「
み
ず
ば

し
ょ
う
号
購
入
契
約
締
結
に
つ
い

て
」、「
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
堆
肥

施
設
建
築
一
号
工
事
の
請
負
契
約

締
結
に
つ
い
て
」等
、
計
10
件
が

審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
６
月
28
日
、
一
日
間

の
会
期
で
第
３
回
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
１
件
、

「
役
場
庁
舎
及
び
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
外
壁
等
改
修
工
事
の
請
負
契

約
締
結
に
つ
い
て
」が
審
議
さ
れ

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
開
会
中
は
ど
な
た
で
も
自

由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
傍
聴
の
仕
方

①
本
会
議
の
開
始
前
に
議
場
に

お
越
し
下
さ
い
。

②
入
り
口
に
設
け
て
あ
る
傍
聴

人
名
簿
に
氏
名
等
を
記
入
し
ま

す
。

③
受
付
箱
に
投
函
し
傍
聴
人
入
り

口
よ
り
議
場
に
お
入
り
下
さ

い
。

※

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
為
、
傍
聴
の
際
は
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
消
毒
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

注
意
事
項

議
場
入
り
口
に
掲
載
し
て
あ
る

『
新
郷
村
議
会
傍
聴
規
則
』を
よ
く

お
読
み
に
な
り
、
遵
守
頂
き
ま
す

よ
う
御
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
３
月
17
日
、
新
郷
村

社
会
福
祉
協
議
会
に
て
総
務
常
任

委
員
の
村
岡
委
員
長
、
稲
葉
副
委

員
長
、
才
神
委
員
、
福
山
委
員
が

出
席
し
、
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
廃
止

の
経
緯
と
今
後
の
事
業
展
開
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
６
月
７
日
、
南
部
町

議
会
に
て
議
会
運
営
委
員
の
滝
沢

委
員
長
、
才
神
副
委
員
長
、
細
川

委
員
、
村
岡
委
員
、
永
野
委
員
、

稲
葉
委
員
が
出
席
し
、
一
般
質
問

傍
聴
及
び
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
状
況

を
調
査
し
、
南
部
町
議
会
で
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
議
会
風
景

を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　
村
議
会
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
材
料

に
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
４
年
５
月
25
日
、
青
森
市

で
町
村
議
会
広
報
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、
滝
沢
委
員
長
、
才
神
副
委

員
長
、
永
野
委
員
、
稲
葉
委
員
の

４
名
が
議
会
広
報
の
作
成
に
つ
い

て
の
研
修
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
会
に
お
い
て
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
た「
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
見
直
し
に
つ
い

て
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書
」

を
内
閣
総
理
大
臣
、
農
林
水
産
大

臣
、
衆
参
議
長
に
提
出
し
た
と
こ

ろ
、
３
月
17
日
に
農
林
水
産
省
・

東
北
農
政
局
・
木
村
地
方
参
事
官

は
じ
め
、
笹
木
総
括
農
政
業
務
管

理
官
、
本
堂
主
任
農
政
推
進
官
が

来
庁
し
、
令
和
４
年
度
に
向
け
た

水
田
農
業
の
取
組
な
ど
の
国
の
政

策
に
つ
い
て
、
福
山
議
長
、
意
見

書
提
出
者
の
稲
葉
議
員
に
説
明
頂

き
ま
し
た
。

　
稲
葉
議
員
よ
り「
こ
の
よ
う
な

国
の
農
業
に
対
す
る
政
策
で
あ
っ

て
は
離
農
す
る
人
が
増
え
る
。

も
っ
と
現
状
の
農
業
者
の
声
を
聞

い
た
施
策
・
支
援
を
考
え
て
ほ
し

い
」ま
た「
今
回
提
出
し
た
意
見
書

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
」等
の
質
問
に

対
し「
今
年
度
は
方
針
が
決
ま
っ

て
い
る
が
、
今
後
、
提
出
頂
い
た

意
見
書
の
内
容
を
考
慮
し
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
」と
の
回
答
を
頂

き
ま
し
た
。

①『
女
性
ト
イ
レ
の
維
持
及
び
そ

の
安
心
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
』

②『
国
民
の
祝
日「
海
の
日
」を
七

月
二
十
日
に
固
定
化
す
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
』

③『
沖
縄
を「
捨
て
石
」に
し
な
い

安
全
保
障
政
策
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
』の

３
件
の
陳
情
が
あ
り
、
議
員
へ

の
資
料
配
付
と
な
り
ま
し
た
。

各

委

員

会

本
会
議
　
質
疑

議
会
運
営
委
員
会
　

所
掌
事
務
調
査
報
告

意
見
書
提
出
に
伴
う

　
東
北
農
政
局
来
庁

町
村
議
会
広
報
研
修
会

陳
　
　
　
　
情

総
務
常
任
委
員
会
　

事
務
事
業
調
査
報
告

新
郷
村
議
会 

傍
聴
に
つ
い
て

令
和
４
年 

第
２
回
議
会
臨
時
会

令
和
４
年 

第
３
回
議
会
臨
時
会

　
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取

る
こ
と
で
令
和
３
年
か
ら
の

『
会
議
録
』を
ご
覧
に
な
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
今
号
の
内
容
に

つ
い
て
は
３
ヶ
月
後
に
掲
載
い

た
し
ま
す
。

　
次
回
の
議
会
だ
よ
り
の
掲
載

は
令
和
４
年
10
月
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

総務常任委員会
○所管する事務の内容
総務、厚生、財政、教育に関する事務、並びに
他の常任委員会の所属に属さない事務

○委員長：村岡　和俊　○副委員長：稲葉　嘉浩

○委　員：才神　幸男、福山　惠一郎

議
員
活
動
報
告

　
新
郷
村
議
会
議
員
は
議
会

閉
会
中
に
各
委
員
会
の
分
野
に

お
い
て
研
修
・
調
査
等
を
し
て

い
ま
す
。

議会運営委員会
○所管する事務の内容
会期日程等、議会の運営に関する事項、及び
議長の諮問に関する事項

○委員長：滝沢　仁　○副委員長：才神　幸男
○委　員：細川　真理子、村岡　和俊
　　　　　永野　範英、稲葉　嘉浩

産業建設常任委員会
○所管する事務の内容
　農林、商工、公有林野、土木建築に関する事務

○委員長：細川　真理子　○副委員長：永野　範英

○委　員：滝沢　仁、横道　一男

編
　
集
　
委
　
員

委
員
長
　
滝
沢
　
　
仁

副
委
員
長
　
才
神
　
幸
男

委
　
　
員
　
永
野
　
範
英

委
　
　
員
　
稲
葉
　
嘉
浩
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新
郷
村
議
会
の
定
例
会
は
３

月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
と
年
４

回
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
月

に
は
予
算
特
別
委
員
会
、
９
月
に

は
決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、

活
発
に
議
論
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
が
６

月
６
日（
月
）か
ら
６
月
10
日（
金
）

の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
６
月
６
日
の
開
会
で
は
、
議
会

か
ら
諸
般
の
報
告
、
村
長
か
ら
議

案
の
上
程
・
提
案
理
由
説
明
が
さ

れ
ま
し
た
。

　
６
月
７
日
は
産
業
建
設
常
任
委

員
会
、
８
日
は
総
務
常
任
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
各
委
員
会
で
今
後

の
調
査
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

　
６
月
10
日
の
議
案
審
議
で
は
計

17
件
が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
本
定
例
会
の
中
か

ら
、
６
月
９
日
に
行
わ
れ
た
一
般

質
問
に
つ
い
て
抜
粋
し
た
記
事
を

掲
載
い
た
し
ま
す
。

★
一
般
質
問
と
は

　
議
員
が
村
の
施
策
の
状
況
や
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
、
説
明

を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と

　
６
月
９
日
に
は
４
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

一
　
滝
沢
　
仁
　
議
員

質
問
①
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
使
途
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
対
応
分
の
交
付
金
で
農

家
支
援
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
わ
た
し
は
常
に
農
業
あ
っ
て
の

村
だ
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
今
後
の
国
の
政
策
や
県
の
政

策
、
補
助
金
、
交
付
金
の
情
報
を

見
据
え
、
更
に
は
、
農
家
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
な
ど
の
状
況
を

注
視
し
、
農
家
支
援
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

二
　
永
野
　
範
英
　
議
員

質
問
①
　
十
和
田
火
山
噴
火
に
よ
る

当
村
へ
の
影
響
は

　
今
年
、
３
月
24
日
仙
台
管
区
気

象
台
は
、
十
和
田
火
山
の
噴
火
警

戒
レ
ベ
ル
の
噴
火
予
報
を
警
戒
レ

ベ
ル
１「
平
常
」と
発
表
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
26
年
９
月
27
日

発
生
し
た「
御
嶽
山
の
噴
火
」は
、

警
戒
レ
ベ
ル
１〝
噴
火
の
兆
候
は

認
め
ら
れ
な
い″

「
平
常
状
態
」で

噴
火
し
た
た
め
、
登
山
者
ら
58
名

が
死
亡
。

　
平
成
28
年
２
月
に
噴
火
に
よ
る

人
的
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
火

口
か
ら
４
㎞
の
範
囲
に
あ
る
十
和

田
市
、
秋
田
県
鹿
角
市
、
小
坂
町

が「
火
山
災
害
警
戒
地
域
に
指
定
」

さ
れ
て
い
る
が
、
も
し
十
和
田
火

山
が
噴
火
し
た
場
合
、
十
和
田
市

と
鹿
角
市
に
隣
接
し
て
い
る
当
村

へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
新
郷
村
の
防
災
マ
ッ
プ
に
火
山

災
害
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
が
、

住
民
の
生
命
・
身
体
及
び
財
産
を

守
る
た
め
県
の
地
域
防
災
計
画
に

準
じ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
青
森
地
方
気
象
台
と
の

防
災
連
携
を
締
結
し
た
り
、
台
長

と
直
接
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
結
び
、

常
に
連
絡
が
取
れ
る
な
ど
災
害
に

対
し
て
、
村
の
防
災
対
応
が
円
滑

に
進
む
よ
う
災
害
対
応
の
向
上
に

努
め
て
い
く
。

質
問
②
　
上
栃
棚
　
栃
棚
上
の
崩
落

箇
所
の
早
期
復
旧
を

　
数
年
前
の
豪
雨
で
上
栃
棚
　
栃

棚
上
の
急
傾
斜
地
が
「
抉
り
取
ら

れ
て
い
る
」
箇
所
が
２
箇
所
あ

り
、
い
つ
農
道
が
崩
落
し
て
も
、

お
か
し
く
な
い
状
態
の
急
傾
斜
地

が
あ
る
。
農
家
の
方
々
は
非
常
に

心
配
し
て
い
る
。
人
的
被
害
が
発

生
す
る
前
に
、
早
期
復
旧
す
る
べ

き
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
当
該
現
場
は
担
当
課
に
お
い
て
、

県
に
現
場
の
状
況
や
画
像
を
送
る

な
ど
し
て
事
前
要
望
し
て
い
る
。

　
現
在
は
県
の
職
員
と
同
行
し
て

現
地
確
認
す
る
日
程
調
整
の
段
階

で
あ
り
、
整
備
は
県
・
村
で
協
議

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問
③
　
職
員
の
顔
写
真
付
き
名
札

着
用
で
村
民
を
元
気
に

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
全
職
員
が
マ
ス
ク
を

着
用
し
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
か
ら
３
年

目
と
な
る
が「
職
員
の
顔
が
見
え

な
い
」
等
の
意
見
も
聞
い
て
い

る
。
職
員
に
つ
い
て
は
、
村
内
の

み
な
ら
ず
、
村
外
か
ら
採
用
さ
れ

た
職
員
も
多
数
い
る
た
め
、
顔
写

真
付
き
名
札
着
用
に
よ
り
、
職
員

の
接
客
意
識
と
マ
ナ
ー
を
更
に
向

上
さ
せ
て〝
村
民
を
元
気″

に
し
て

頂
き
た
い
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
現
在
の
感
染
状
況
で
は
マ
ス
ク

を
外
し
て
の
対
応
は
考
え
ら
れ
な

い
。
し
か
し
、
写
真
が
つ
い
た
名

札
を
着
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
お

客
様
へ
の
印
象
も
変
わ
り
、
職
員

の
意
識
向
上
に
も
繋
が
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
写
真
付
き
の
名
札

着
用
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

三
　
才
神
　
幸
男
　
議
員

質
問
①
　
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
設
備
、

事
業
計
画
に
つ
い
て

　
こ
こ
３
年
間
で
５
６
５
４
万
２

千
円
を
予
算
計
上
し
、
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
の
設
備
を
整
備
し
て
い
る

訳
だ
が
、
今
後
の
誘
客
対
策
・
改

修
計
画
・
事
業
計
画
を
ど
う
進
め

て
い
く
の
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
今
年
は
と
ち
の
き
荘
の
改
修
を

予
定
し
て
お
り
、
ま
た
、
滞
在
型

の
観
光
客
に
対
す
る
バ
ン
ガ
ロ
ー

の
改
修
、
第
２
キ
ャ
ン
プ
場
・
第

２
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
等
の
ト
イ

レ
改
修
を
計
８
箇
所
計
画
し
て
い

る
。答

弁
　
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

　
今
後
の
事
業
は
他
町
村
の
イ
ベ

ン
ト
開
催
の
状
況
を
見
な
が
ら
、

集
客
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
て
い
く
。

四
　
稲
葉
　
嘉
浩
　
議
員

質
問
①
　
高
齢
者
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て

　
新
郷
村
の
49
・
６
％
を
占
め
る

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
す
る
村

独
自
の
支
援
事
業
の
状
況
、
新
た

な
給
付
等
の
支
援
は
考
え
て
い
る

の
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
村
単
独
事
業
で
は
、
温
泉
入
浴

券
の
支
給
を
実
施
し
て
い
る
。
冬

場
に
は
診
療
所
の
所
に
あ
る「
和

の
家
」を
設
置
し
て
担
当
課
か
ら

広
報
紙
に
て
募
集
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
国
の
施
策
を
み
な
が

ら
高
齢
者
支
援
に
努
め
て
い
く
。

質
問
②
　
誘
致
企
業
の
招
致
に

つ
い
て

　
新
郷
村
か
ら
の
人
口
流
出
を
防

ぎ
、
近
隣
町
村
か
ら
人
を
呼
び
込

み
、
地
元
商
店
街
を
活
性
化
し
、
新

郷
村
の
税
収
等
を
上
げ
る
た
め
に

も
企
業
誘
致
が
必
要
だ
と
思
う

が
、
企
業
誘
致
に
関
す
る
こ
れ
ま
で

の
取
組
と
今
後
の
取
組
は
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
県
主
催
の
青
森
県
企
業
誘
致
推

進
協
議
会
に
加
入
し
、
青
森
県
や

県
内
市
町
村
と
協
力
し
、
企
業
誘

致
を
図
っ
て
い
る
。
村
に
進
出
し

た
「
新
郷
風
力
発
電
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｔ

新
郷
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
合
同

会
社
」ま
た「
老
健
し
ん
ご
う
」も

企
業
誘
致
と
考
え
る
。

　
今
後
は
、
労
働
者
を
村
内
か
ら

外
に
出
さ
な
い
政
策
や
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
・
村
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
。

　
新
郷
村
議
会
で
は
常
任
委
員
会

と
し
て
総
務
常
任
委
員
会
と
産
業

建
設
常
任
委
員
会
の
２
つ
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
各
議
案
や
陳
情
の

内
容
を
専
門
的
に
審
査
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
常
任
委
員
会
と
は
別
に

議
会
運
営
委
員
会
を
設
置
し
て
お

り
、
円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め

に
、
会
議
規
則
に
関
す
る
こ
と

や
、
議
事
進
行
、
日
程
に
関
す
る

こ
と
等
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
10
日
に
行
わ
れ
た
議
案
審

議
に
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

★
質
疑
と
は

　
討
論
や
評
決
に
入
る
前
に
当
該

事
件
に
つ
い
て
議
員
が
口
頭
で
提

案
者
等
に
対
し
て
説
明
や
所
見
を

問
い
た
だ
す
こ
と

質
疑
　
滝
沢
　
仁
　
議
員

　
令
和
４
年
度
新
郷
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
二
号
）案
に
つ
い

て
、
歳
出
２
款
総
務
費
、
役
場
庁

舎
外
壁
等
改
修
工
事
３
３
０
０
万

円
と
あ
る
が
、
今
定
例
会
で
議
決

さ
れ
た
と
し
て
、
今
後
の
入
札
、

ま
た
、
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
か
。

答
弁
　
総
務
課
長

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
本
日

午
後
に
指
名
審
査
会
を
行
い
、
６

月
20
日
に
入
札
を
実
施
。
21
日
に

仮
契
約
を
行
い
、
臨
時
会
を
経
て

契
約
締
結
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

工
期
に
つ
い
て
は
年
度
末
を
予
定

し
て
い
る
。

　
令
和
４
年
４
月
27
日
、
一
日
間

の
会
期
で
第
２
回
臨
時
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
議
案
10
件
が
審
議

さ
れ
、「
専
決
処
分
し
た
事
項
の

報
告
及
び
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
」、「
令
和
４
年
度
新
郷
村

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）案

に
つ
い
て
」、「
新
郷
村
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
」、「
み
ず
ば

し
ょ
う
号
購
入
契
約
締
結
に
つ
い

て
」、「
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
堆
肥

施
設
建
築
一
号
工
事
の
請
負
契
約

締
結
に
つ
い
て
」等
、
計
10
件
が

審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
６
月
28
日
、
一
日
間

の
会
期
で
第
３
回
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
１
件
、

「
役
場
庁
舎
及
び
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
外
壁
等
改
修
工
事
の
請
負
契

約
締
結
に
つ
い
て
」が
審
議
さ
れ

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
開
会
中
は
ど
な
た
で
も
自

由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
傍
聴
の
仕
方

①
本
会
議
の
開
始
前
に
議
場
に

お
越
し
下
さ
い
。

②
入
り
口
に
設
け
て
あ
る
傍
聴

人
名
簿
に
氏
名
等
を
記
入
し
ま

す
。

③
受
付
箱
に
投
函
し
傍
聴
人
入
り

口
よ
り
議
場
に
お
入
り
下
さ

い
。

※

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
為
、
傍
聴
の
際
は
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
消
毒
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

注
意
事
項

議
場
入
り
口
に
掲
載
し
て
あ
る

『
新
郷
村
議
会
傍
聴
規
則
』を
よ
く

お
読
み
に
な
り
、
遵
守
頂
き
ま
す

よ
う
御
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
３
月
17
日
、
新
郷
村

社
会
福
祉
協
議
会
に
て
総
務
常
任

委
員
の
村
岡
委
員
長
、
稲
葉
副
委

員
長
、
才
神
委
員
、
福
山
委
員
が

出
席
し
、
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
廃
止

の
経
緯
と
今
後
の
事
業
展
開
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
６
月
７
日
、
南
部
町

議
会
に
て
議
会
運
営
委
員
の
滝
沢

委
員
長
、
才
神
副
委
員
長
、
細
川

委
員
、
村
岡
委
員
、
永
野
委
員
、

稲
葉
委
員
が
出
席
し
、
一
般
質
問

傍
聴
及
び
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
状
況

を
調
査
し
、
南
部
町
議
会
で
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
議
会
風
景

を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　
村
議
会
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
材
料

に
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
４
年
５
月
25
日
、
青
森
市

で
町
村
議
会
広
報
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、
滝
沢
委
員
長
、
才
神
副
委

員
長
、
永
野
委
員
、
稲
葉
委
員
の

４
名
が
議
会
広
報
の
作
成
に
つ
い

て
の
研
修
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
会
に
お
い
て
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
た「
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
見
直
し
に
つ
い

て
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書
」

を
内
閣
総
理
大
臣
、
農
林
水
産
大

臣
、
衆
参
議
長
に
提
出
し
た
と
こ

ろ
、
３
月
17
日
に
農
林
水
産
省
・

東
北
農
政
局
・
木
村
地
方
参
事
官

は
じ
め
、
笹
木
総
括
農
政
業
務
管

理
官
、
本
堂
主
任
農
政
推
進
官
が

来
庁
し
、
令
和
４
年
度
に
向
け
た

水
田
農
業
の
取
組
な
ど
の
国
の
政

策
に
つ
い
て
、
福
山
議
長
、
意
見

書
提
出
者
の
稲
葉
議
員
に
説
明
頂

き
ま
し
た
。

　
稲
葉
議
員
よ
り「
こ
の
よ
う
な

国
の
農
業
に
対
す
る
政
策
で
あ
っ

て
は
離
農
す
る
人
が
増
え
る
。

も
っ
と
現
状
の
農
業
者
の
声
を
聞

い
た
施
策
・
支
援
を
考
え
て
ほ
し

い
」ま
た「
今
回
提
出
し
た
意
見
書

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
」等
の
質
問
に

対
し「
今
年
度
は
方
針
が
決
ま
っ

て
い
る
が
、
今
後
、
提
出
頂
い
た

意
見
書
の
内
容
を
考
慮
し
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
」と
の
回
答
を
頂

き
ま
し
た
。

①『
女
性
ト
イ
レ
の
維
持
及
び
そ

の
安
心
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
』

②『
国
民
の
祝
日「
海
の
日
」を
七

月
二
十
日
に
固
定
化
す
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
』

③『
沖
縄
を「
捨
て
石
」に
し
な
い

安
全
保
障
政
策
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
』の

３
件
の
陳
情
が
あ
り
、
議
員
へ

の
資
料
配
付
と
な
り
ま
し
た
。

各

委

員

会

本
会
議
　
質
疑

議
会
運
営
委
員
会
　

所
掌
事
務
調
査
報
告

意
見
書
提
出
に
伴
う

　
東
北
農
政
局
来
庁

町
村
議
会
広
報
研
修
会

陳
　
　
　
　
情

総
務
常
任
委
員
会
　

事
務
事
業
調
査
報
告

新
郷
村
議
会 

傍
聴
に
つ
い
て

令
和
４
年 

第
２
回
議
会
臨
時
会

令
和
４
年 

第
３
回
議
会
臨
時
会

　
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取

る
こ
と
で
令
和
３
年
か
ら
の

『
会
議
録
』を
ご
覧
に
な
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
今
号
の
内
容
に

つ
い
て
は
３
ヶ
月
後
に
掲
載
い

た
し
ま
す
。

　
次
回
の
議
会
だ
よ
り
の
掲
載

は
令
和
４
年
10
月
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

総務常任委員会
○所管する事務の内容
総務、厚生、財政、教育に関する事務、並びに
他の常任委員会の所属に属さない事務

○委員長：村岡　和俊　○副委員長：稲葉　嘉浩

○委　員：才神　幸男、福山　惠一郎

議
員
活
動
報
告

　
新
郷
村
議
会
議
員
は
議
会

閉
会
中
に
各
委
員
会
の
分
野
に

お
い
て
研
修
・
調
査
等
を
し
て

い
ま
す
。

議会運営委員会
○所管する事務の内容
会期日程等、議会の運営に関する事項、及び
議長の諮問に関する事項

○委員長：滝沢　仁　○副委員長：才神　幸男
○委　員：細川　真理子、村岡　和俊
　　　　　永野　範英、稲葉　嘉浩

産業建設常任委員会
○所管する事務の内容
　農林、商工、公有林野、土木建築に関する事務

○委員長：細川　真理子　○副委員長：永野　範英

○委　員：滝沢　仁、横道　一男

編
　
集
　
委
　
員

委
員
長
　
滝
沢
　
　
仁

副
委
員
長
　
才
神
　
幸
男

委
　
　
員
　
永
野
　
範
英

委
　
　
員
　
稲
葉
　
嘉
浩
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　夏は肌の露出が多くなり汗もかくことから、電気が
流れやすくなります。
　また、暑さにより注意力が散漫になりがちなため、
感電事故が多くなる傾向にあります。
　そこで、経済産業省では、毎年８月を「電気使用
安全月間」と定め、電気使用安全運動が全国一斉に
行われています。
　電気安全に心がけましょう。

プ
ラ
グ
を
抜
く
時
、
入
れ
る
時
は
濡
れ
た
手
で

触
れ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

お知らせ

　花火は夏の身近な風物詩です。しかし、遊び方
を間違えると火災や怪我の原因になります。子供
に花火遊びをさせるときには、次のことに注意しま
しょう！　
・子供だけで遊ばせず、大人が付き添いましょう。
・使用方法や注意書をよく読んでから遊ばせましょう。
・水バケツ等を必ず用意し、後始末をさせましょう。
・迷惑にならない時間と場所を選び、夜遅くまで
遊ばせないようにしましょう。
・風の強いときは遊ばせないようにしましょう。
・人や家に向けさせないようにしましょう。
・燃えやすい物のそばで遊ばせないようにしましょう。
お盆を迎えるにあたっては、次のことに注意しましょう！
・迎え火、送り火の後始末を必ず行いましょう。
・仏壇の灯明はつけっぱなしにせず、周囲に燃え
やすい物を置かないようにしましょう。

消防に関する問い合わせは五戸消防署西分遣所まで　℡ ７８－２１１９

しょうぼう情報
◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆

ルールを守って楽しい夏休み　現在使用している被保険者証は令和４年７月31日
で有効期限を迎えますので、８月から使用する被保険
者証を７月下旬に送付します。
　現在の被保険者証は水色ですが、８月からは桃色
に変更になります。
○被保険者証の有効期限について

　有効期限は、令和４年８月１日から令和５年
７月31日までとなります。
　この間に75歳到達により、後期高齢者医療に
移行する方は、誕生日の前日までが有効期間とな
ります。

○高齢受給者証について
　新郷村では70歳以上の被保険者には被保険者証
と高齢受給者証（所得により２割又は３割負担と
なる証明書）が一体化された被保険者証兼高齢
受給者証を交付します。窓口負担割合が記載され
ていますのでご確認ください。
〈国保世帯主へのおねがい〉

　国保被保険者が社会保険など他の健康保険に
加入した場合には、必ず住民課窓口において国民
健康保険の資格喪失届と被保険者証の返還を行っ
てください。
　届出には、他の健康保険に加入したことを証明
する証明書または通知書、資格喪失する被保険者
のマイナンバー、印鑑、身分証明となるものが必要
になります。

問い合わせ　役場住民課　国保係　℡ 78－2111

国民健康保険加入のみなさまへ…
被保険者証が更新されます

　新型コロナウイルス感染症の影響により、次の要件
を満たす第一号被保険者（65歳以上の方）は、申請に
より介護保険料の減免を受けることができる場合が
ありますので、該当すると思われる方は、厚生課へ
お問い合わせください。
１．対象となる方
・新型コロナウイルス感染症により、その属する世帯

の主たる生計維持者が死亡し、又は重篤な傷病を
負った第１号被保険者

・新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる生
計維持者の事業収入、不動産収入、山林収入、又は
給与収入（以下「事業収入等」という。）の減少が見込
まれ、次のア及びイに該当する第１号被保険者。
ア　事業収入等のいずれかの減少額が前年の当該

事業収入の３割以上であること。
イ　減少することが見込まれる事業所得以外の前年

の所得の合計額が400万円以下であること。
２．対象となる介護保険料

　令和４年度の介護保険料で令和４年４月１日から
令和５年３月31日までの間に納期限（年金特徴の
場合は年金支給日）が設定されている保険料

問い合わせ　役場厚生課　介護保険係　℡ 61－7555

新型コロナウイルス感染症の影響により
介護保険料の納付が困難な方へ

介護保険料の減免制度があります
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　令和４年度の介護保険料で令和４年４月１日から
令和５年３月31日までの間に納期限（年金特徴の
場合は年金支給日）が設定されている保険料

問い合わせ　役場厚生課　介護保険係　℡ 61－7555

新型コロナウイルス感染症の影響により
介護保険料の納付が困難な方へ

介護保険料の減免制度があります
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　市と連携して生活再建相談事業を行っている消費
者信用生活協同組合による無料相談会です。専門
スタッフや弁護士がお金や暮らしに関する悩みなど
について、丁寧に聴き取りし、一緒に解決の糸口を
見つけます。
実 施 日 時　2022年９月10日（土）　午前10時～午後４時
場　　　所　信用生協　八戸事務所

（八戸市一番町１－２－14　ＮＩビル３階）
対象の相談　①お金の問題（多重債務問題など）、

②遺産相続、③不動産売買、④税金等
公共料金の滞納、⑤ＤＶ・離婚問題、
⑥その他くらしに関する悩み事

相　談　料　無料。ただし事前の予約が必要です。
予　約　先　信用生協　八戸事務所
　　　　　　℡ 0120－102－084

「解決の糸口を見つけに行こう！」無料相談会

　次の場合には、県税部に届出書の提出が必要と
なります。

１　法人を設立したとき
２　法人を解散・清算したとき
３　「法人の所在地、名称、代表者、資本金、事業

年度等」に異動が生じたとき
　届出書の用紙は、県税部に備え付けていますが、
県ホームページからもダウンロードしてご利用いた
だけます。　
　なお、添付書類等の詳細については、県税部まで
お問い合わせください。
　詳しくは、県ホームページをご覧ください。
問い合わせ　三八地域県民局県税部　課税第一課
　　　　　　℡ 0178－27－5111（内208）

法人の設立・異動の届出はお忘れなく

　十和田地域広域事務組合では、令和５年４月採用
の一般行政職員を募集します。
〇募 集 職 種　▼一般行政職（事務）
　　　　　　　大卒程度・高卒程度
〇募 集 人 員　若干名
〇第１次試験　９月18日（日）／十和田市役所
〇申 込 方 法　受験申込書に必要事項を記入のうえ、

持参または郵送で提出ください。
〇申 込 期 限　８月22日（月）（郵送は当日消印有効）
※詳しくは組合ホームページをご覧ください。
　試験案内及び受験申込書は組合ホームページから

もダウンロードできます。

問い合わせ・申込先
　十和田地域広域事務組合事務局総務係　℡ 0176－20－8100

十和田地域広域事務組合 職員募集

　採用されるための就職活動のポイント（仕事の
探し方・応募書類の作成・面接等）について、45歳
以上の方に特化した内容のセミナーを実施いたし
ます。参加申込は電話またはメールで。参加費無料

（定員先着20名）
【会場・開催日】

弘前会場　７月20日（水）
　　　　　弘前市総合学習センター　４Ｆ第４研修室
青森会場　７月22日（金）
　　　　　リンクモア平安閣市民ホール　１Ｆ会議室（１）
八戸会場　７月27日（水）
　　　　　友の会福祉会館　２Ｆ第１会議室

【時　　間】
午後１時30分～午後３時30分
その後　希望者個別相談　午後４時～午後５時
※当セミナーは雇用保険受給資格者の求職活動と

して認められます。
【申 込 先】

ネクストキャリアセンターあおもり
℡ 017－723－6350
ｅ‐ｍａｉｌ：ｃｈｕｕｋｏｕｎｅｎ＠ｉｍｓ‐ｈｉｒｏｓａｋｉ．ｃｏｍ

中高年のための「再就職支援セミナー」開催

　令和４年度消防職員採用試験を行います。
採用予定人員　消防士（Ａ）［大学卒］　　　　２名程度
　　　　　　　消防士（Ｂ）［短大卒・高校卒］５名程度
試　験　日　令和４年９月18日（日）
受験申込期間　令和４年７月25日（月）から
　　　　　　　令和４年８月12日（金）まで
　受験資格等詳細については、八戸消防本部総務課
へお問い合わせください。

電　話　０１７８－４４－２１３２
ホームページ　ｈｔｔｐ://ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｈａｃｈｉｎｏｈｅ．ａｏｍｏｒｉ．ｊｐ/ｋｏｉｋｉ/ｓｈｏｂｏ/

消防職員採用試験

　放送大学では、2022年10月入学生を募集しています。
　放送大学は、ＢＳ放送やインターネットで授業
を行う通信制の大学です。「大学を卒業したい」「働
きながらスキルアップを目指したい」「家事・育児
をしながら学びたい」「リタイヤ後の学びを楽しみた
い」など、それぞれの目的で、様々な年代や職業の
方が学んでいます。
　詳しい資料を無料でお送りしますので、お気軽に
お問合せください。
○放送大学の特徴と魅力

＊放送大学は、正規の通信制大学です。
　（大学卒業の資格を取得）
＊学ぶ意欲が入学資格。学力試験はありません。
＊半年の在学もＯＫ。１科目から学べます。
　（約300科目を開講）
＊負担の少ない授業料が魅力です。
　（１科目／２単位：11,000円）
＊授業から単位認定試験までオンラインでできますので、「ウィ

ズコロナ時代の新しい学び方」として注目を集めています。
＊学習センターやサテライトスペースが、様々な

相談に対応します。
○出願期間
　2022年６月10日（金）～９月13日（火）
　※放送大学ホームページでも受け付けています。
○資料請求（無料）・お問合せ先
　放送大学青森学習センター　℡ 0172－38－0500
　八戸サテライトスペース　℡ 0178－70－1663
　放送大学ホームページ　ｈｔｔｐｓ://ｗｗｗ．ｏｕｊ．ａｃ．ｊｐ

放送大学入学生募集のお知らせ

　終戦から77年が経過する本年「戦没者追悼式」を開催
します。追悼式には、どなたでも参列することができ
ます。参列希望者は、８月１日（月）までに役場厚生課
までご連絡ください。戦没者の英霊を慰め、世界の
恒久平和を祈念しましょう。
日　　　時：令和４年８月８日（月）
時　　　間：午前10時から
場　　　所：都市農村交流センター「美郷館」
内　　　容：黙祷、献花など
服　　　装：自由（平服など）
問い合わせ　役場厚生課　℡ 61－7555

令和４年度新郷村戦没者追悼式開催について

　以前、年金受給者に対する不審な電話や文書等に
ついてお知らせしておりましたが、今般、年金受給
者や被保険者等の自宅を訪問し、以下の手口により
現金を騙し取るという事例があり、被害も発生して
おります。

①社会保険事務所職員を名乗り、「年金の過払いが
あるので返納いただきたい。」と電話をし、その
後訪問して現金を受け取るとともに、その場で
社会保険事務所名が入った収入印紙の貼付け
されたニセの領収書を渡す。

②社会保険事務所職員を名乗り、（社会保険事務所
の名札を付けて）「国民年金保険料が未納です。」
と言って現金を受け取り、「領収証は後日ハガキ
で送る。」

③村職員を名乗り、「国民年金保険料の集金に来ま
した。」と訪問する。

　現在、村では保険料の集金を行っておりません
し、社会保険事務所等では、年金の過払いについて
は文書で案内を行っており、また、訪問の上保険料
を納付していただくなどの際には写真付きの身分
証明書を携行しておりますので、不審者が訪問した
場合には身分証明書の提示を求めたり、八戸社会
保険事務所等に電話で確認するなど、くれぐれも
ご注意いただくようお願いいたします。

電　話　八戸社会保険事務所　℡ 43－7370
　　　　役場住民課　　　　　℡ 78－2111

国民年金に関する不審者にご注意を！！

学生納付特例制度のご案内
　国民年金の第１号被保険者である各種学校等の
学生・生徒については、本人の前年の所得が一定額
以下である人は申請することにより保険料納付が
猶予されます。
　申請をして承認されると、

①学生納付特例期間中の障害や死亡といった不慮の
事態には、障害基礎年金または遺族基礎年金を
受け取ることができます

②学生納付特例期間は、将来老齢基礎年金を受け
取るために必要な期間に算入されますが、年金額
には反映されない期間となります。（学生納付特例
期間については、10年前にさかのぼって保険料を
追納することができます）

　猶予される期間は４月から３月の１年間です。
申請は毎年必要ですので忘れずに手続きしましょう。

問い合わせ　役場住民課　　　　　℡ 78－2111
　　　　　　八戸社会保険事務所　℡ 43－7370

年 金 だ よ り

　令和４年８月11日（木）から令和４年８月17日
（水）までの７日間は、医師不在等のため、休診さ
せていただきますので、御了承願います。

新郷村国保診療所　電話　78－3111

■種　　類
　警察官Ｂ　※大学卒業（見込）者を除く

■試験日程
　公告日（試験案内等配布予定日）　　  ７月８日（金）
　受 付 期 間　　　　　７月15日（金）～９月２日（金）
　第一次試験　　　　　９月25日（日）
　　　　　　　　　　　［青森市、八戸市、弘前市］
　第一次試験合格発表　９月30日（金）（予定）
　第二次試験　　　　　11月中旬［青森市］
　最終合格発表　　　　12月上旬

■受験資格
　平成２年４月２日から平成17年４月１日までに
生まれた方。ただし、大学を卒業した方又は令和５年
３月31日までに大学卒業見込みの方を除く。
※詳細については、五戸警察署又は最寄りの駐在

所へご連絡ください。

■問い合わせ
　五戸警察署　警務会計課　℡ 0178－62－3241

青森県警察官募集

新郷村国保診療所
　 　のお知らせ休 診
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　市と連携して生活再建相談事業を行っている消費
者信用生活協同組合による無料相談会です。専門
スタッフや弁護士がお金や暮らしに関する悩みなど
について、丁寧に聴き取りし、一緒に解決の糸口を
見つけます。
実 施 日 時　2022年９月10日（土）　午前10時～午後４時
場　　　所　信用生協　八戸事務所

（八戸市一番町１－２－14　ＮＩビル３階）
対象の相談　①お金の問題（多重債務問題など）、

②遺産相続、③不動産売買、④税金等
公共料金の滞納、⑤ＤＶ・離婚問題、
⑥その他くらしに関する悩み事

相　談　料　無料。ただし事前の予約が必要です。
予　約　先　信用生協　八戸事務所
　　　　　　℡ 0120－102－084

「解決の糸口を見つけに行こう！」無料相談会

　次の場合には、県税部に届出書の提出が必要と
なります。

１　法人を設立したとき
２　法人を解散・清算したとき
３　「法人の所在地、名称、代表者、資本金、事業

年度等」に異動が生じたとき
　届出書の用紙は、県税部に備え付けていますが、
県ホームページからもダウンロードしてご利用いた
だけます。　
　なお、添付書類等の詳細については、県税部まで
お問い合わせください。
　詳しくは、県ホームページをご覧ください。
問い合わせ　三八地域県民局県税部　課税第一課
　　　　　　℡ 0178－27－5111（内208）

法人の設立・異動の届出はお忘れなく

　十和田地域広域事務組合では、令和５年４月採用
の一般行政職員を募集します。
〇募 集 職 種　▼一般行政職（事務）
　　　　　　　大卒程度・高卒程度
〇募 集 人 員　若干名
〇第１次試験　９月18日（日）／十和田市役所
〇申 込 方 法　受験申込書に必要事項を記入のうえ、

持参または郵送で提出ください。
〇申 込 期 限　８月22日（月）（郵送は当日消印有効）
※詳しくは組合ホームページをご覧ください。
　試験案内及び受験申込書は組合ホームページから

もダウンロードできます。

問い合わせ・申込先
　十和田地域広域事務組合事務局総務係　℡ 0176－20－8100

十和田地域広域事務組合 職員募集

　採用されるための就職活動のポイント（仕事の
探し方・応募書類の作成・面接等）について、45歳
以上の方に特化した内容のセミナーを実施いたし
ます。参加申込は電話またはメールで。参加費無料

（定員先着20名）
【会場・開催日】

弘前会場　７月20日（水）
　　　　　弘前市総合学習センター　４Ｆ第４研修室
青森会場　７月22日（金）
　　　　　リンクモア平安閣市民ホール　１Ｆ会議室（１）
八戸会場　７月27日（水）
　　　　　友の会福祉会館　２Ｆ第１会議室

【時　　間】
午後１時30分～午後３時30分
その後　希望者個別相談　午後４時～午後５時
※当セミナーは雇用保険受給資格者の求職活動と

して認められます。
【申 込 先】

ネクストキャリアセンターあおもり
℡ 017－723－6350
ｅ‐ｍａｉｌ：ｃｈｕｕｋｏｕｎｅｎ＠ｉｍｓ‐ｈｉｒｏｓａｋｉ．ｃｏｍ

中高年のための「再就職支援セミナー」開催

　令和４年度消防職員採用試験を行います。
採用予定人員　消防士（Ａ）［大学卒］　　　　２名程度
　　　　　　　消防士（Ｂ）［短大卒・高校卒］５名程度
試　験　日　令和４年９月18日（日）
受験申込期間　令和４年７月25日（月）から
　　　　　　　令和４年８月12日（金）まで
　受験資格等詳細については、八戸消防本部総務課
へお問い合わせください。

電　話　０１７８－４４－２１３２
ホームページ　ｈｔｔｐ://ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｈａｃｈｉｎｏｈｅ．ａｏｍｏｒｉ．ｊｐ/ｋｏｉｋｉ/ｓｈｏｂｏ/

消防職員採用試験

　放送大学では、2022年10月入学生を募集しています。
　放送大学は、ＢＳ放送やインターネットで授業
を行う通信制の大学です。「大学を卒業したい」「働
きながらスキルアップを目指したい」「家事・育児
をしながら学びたい」「リタイヤ後の学びを楽しみた
い」など、それぞれの目的で、様々な年代や職業の
方が学んでいます。
　詳しい資料を無料でお送りしますので、お気軽に
お問合せください。
○放送大学の特徴と魅力

＊放送大学は、正規の通信制大学です。
　（大学卒業の資格を取得）
＊学ぶ意欲が入学資格。学力試験はありません。
＊半年の在学もＯＫ。１科目から学べます。
　（約300科目を開講）
＊負担の少ない授業料が魅力です。
　（１科目／２単位：11,000円）
＊授業から単位認定試験までオンラインでできますので、「ウィ

ズコロナ時代の新しい学び方」として注目を集めています。
＊学習センターやサテライトスペースが、様々な

相談に対応します。
○出願期間
　2022年６月10日（金）～９月13日（火）
　※放送大学ホームページでも受け付けています。
○資料請求（無料）・お問合せ先
　放送大学青森学習センター　℡ 0172－38－0500
　八戸サテライトスペース　℡ 0178－70－1663
　放送大学ホームページ　ｈｔｔｐｓ://ｗｗｗ．ｏｕｊ．ａｃ．ｊｐ

放送大学入学生募集のお知らせ

　終戦から77年が経過する本年「戦没者追悼式」を開催
します。追悼式には、どなたでも参列することができ
ます。参列希望者は、８月１日（月）までに役場厚生課
までご連絡ください。戦没者の英霊を慰め、世界の
恒久平和を祈念しましょう。
日　　　時：令和４年８月８日（月）
時　　　間：午前10時から
場　　　所：都市農村交流センター「美郷館」
内　　　容：黙祷、献花など
服　　　装：自由（平服など）
問い合わせ　役場厚生課　℡ 61－7555

令和４年度新郷村戦没者追悼式開催について

　以前、年金受給者に対する不審な電話や文書等に
ついてお知らせしておりましたが、今般、年金受給
者や被保険者等の自宅を訪問し、以下の手口により
現金を騙し取るという事例があり、被害も発生して
おります。

①社会保険事務所職員を名乗り、「年金の過払いが
あるので返納いただきたい。」と電話をし、その
後訪問して現金を受け取るとともに、その場で
社会保険事務所名が入った収入印紙の貼付け
されたニセの領収書を渡す。

②社会保険事務所職員を名乗り、（社会保険事務所
の名札を付けて）「国民年金保険料が未納です。」
と言って現金を受け取り、「領収証は後日ハガキ
で送る。」

③村職員を名乗り、「国民年金保険料の集金に来ま
した。」と訪問する。

　現在、村では保険料の集金を行っておりません
し、社会保険事務所等では、年金の過払いについて
は文書で案内を行っており、また、訪問の上保険料
を納付していただくなどの際には写真付きの身分
証明書を携行しておりますので、不審者が訪問した
場合には身分証明書の提示を求めたり、八戸社会
保険事務所等に電話で確認するなど、くれぐれも
ご注意いただくようお願いいたします。

電　話　八戸社会保険事務所　℡ 43－7370
　　　　役場住民課　　　　　℡ 78－2111

国民年金に関する不審者にご注意を！！

学生納付特例制度のご案内
　国民年金の第１号被保険者である各種学校等の
学生・生徒については、本人の前年の所得が一定額
以下である人は申請することにより保険料納付が
猶予されます。
　申請をして承認されると、

①学生納付特例期間中の障害や死亡といった不慮の
事態には、障害基礎年金または遺族基礎年金を
受け取ることができます

②学生納付特例期間は、将来老齢基礎年金を受け
取るために必要な期間に算入されますが、年金額
には反映されない期間となります。（学生納付特例
期間については、10年前にさかのぼって保険料を
追納することができます）

　猶予される期間は４月から３月の１年間です。
申請は毎年必要ですので忘れずに手続きしましょう。

問い合わせ　役場住民課　　　　　℡ 78－2111
　　　　　　八戸社会保険事務所　℡ 43－7370

年 金 だ よ り

　令和４年８月11日（木）から令和４年８月17日
（水）までの７日間は、医師不在等のため、休診さ
せていただきますので、御了承願います。

新郷村国保診療所　電話　78－3111

■種　　類
　警察官Ｂ　※大学卒業（見込）者を除く

■試験日程
　公告日（試験案内等配布予定日）　　  ７月８日（金）
　受 付 期 間　　　　　７月15日（金）～９月２日（金）
　第一次試験　　　　　９月25日（日）
　　　　　　　　　　　［青森市、八戸市、弘前市］
　第一次試験合格発表　９月30日（金）（予定）
　第二次試験　　　　　11月中旬［青森市］
　最終合格発表　　　　12月上旬

■受験資格
　平成２年４月２日から平成17年４月１日までに
生まれた方。ただし、大学を卒業した方又は令和５年
３月31日までに大学卒業見込みの方を除く。
※詳細については、五戸警察署又は最寄りの駐在

所へご連絡ください。

■問い合わせ
　五戸警察署　警務会計課　℡ 0178－62－3241

青森県警察官募集

新郷村国保診療所
　 　のお知らせ休 診



診療所休診

診療所休診

各種相談

「まるく保育園」とサッカーの
試合をしたよ。ドキドキして
少ししかボール蹴られなかった
けど、おもしろかったです。

初めてサッカー大会に行ってき
たよ。いっぱいお友だちがいて、
楽しかったなぁ。もっともっと
サッカー上手くなりたいなぁ。

岡沼　希ノ杏さん（うめ組）
おかぬま の の あ

工　藤　紅　音さん（うめ組）
く どう あか ね

ぼくとわたしの絵 ○しんごう保育園339

８月
男　1,112人（－３人）
女　1,143人（－２人）
計　2,255人（－５人）
世帯数905世帯（－５世帯）
（令和４年６月末現在）

人の動 き

む ら の ガイド

みんなで支える国民年金

日本年金機構

12

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

広報

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村

青年団「笑志」地域美化活動　Ｐ２

・「まごころサポート」地域見守り隊協定締結 … Ｐ３
・議会だより …………………………………… Ｐ４－７
・国民健康保険加入のみなさまへ …………… Ｐ９
・令和４年度新郷村戦没者追悼式開催について … Ｐ11

今月の話題

「笑志　クリーンウォーク」

村民相談
毎週月曜・木曜
午前９時～午後４時
（相談室）

人権相談
８月５日　午前９時～正午
（相談室）

「くらし」と「しごと」無料相談会
８月23日　午後１時～４時
（総合福祉センター）

広報 ■発行／新郷村　■編集／総務課　■新郷村ホームページ　http://www.vill.shingo.aomori.jp
〒039ー1801  青森県三戸郡新郷村大字戸来字風呂前10　ＴＥＬ  0178 ー 78 ー 2111（代表）

2022年
はづき
August

ごみは収集日の朝8時までに出してください。生ごみの水切りにご協力を。ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう。
温泉営業日：新郷温泉館…月・火・木・金・土・日　野沢温泉…水・土・日　営業時間：午前９時～午後９時（通年）

月 火 水 木 金 土日

葉月

31 65

7 98 1110

421 3

12 13

14 1615 17 18 19 20

26 2721 24

31

2522 23

28 29 30 21 3

資源ごみ収集日（缶）

3歳児・４歳児健診

資源ごみ収集日

（新聞紙等５品目）

資源ごみ収集日

（ペットボトル等２品目）
人権相談

燃えるごみ収集日燃えるごみ収集日

特定健診（～１２日）

燃えるごみ収集日

特定健診（～５日）

燃えるごみ収集日

特定健診（～１９日）

特定健診

燃えないごみ収集日
特定健診
「くらし」と「しごと」

無料相談会

特定健診

村・県民税第２期
納期限

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日
粗大ごみ収集日

燃えるごみ収集日
村戦没者追悼式
10：00～
美郷館

燃えるごみ収集日

粗大ごみ収集受付
（～８日）

特定健診

特定健診
後期高齢者医療保険料
普通徴収第１期納期限

資源ごみ収集日

（ビン・ペットボトル等２品目）

大　橋　　　和ちゃん
Ｒ２・12・３生
（地区）戸来
（パパ）佑介
（ママ）有希
パパとママのねがい

いつもニコニコで皆のアイドル
たくさん遊んでたくさん笑ってね

おお はし なお

ゆう

ゆ き

すけ

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村

広報 月号
2022年
令和４年

No.316

７

山の日

子ども会
つなひき大会

はたちの集い
10：00～
美郷館大ホール

第453回
親子早起き掃除


